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1.  平成23年4月期第1四半期の連結業績（平成22年5月1日～平成22年7月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年4月期第1四半期 4,073 58.7 88 ― 62 ― 45 ―

22年4月期第1四半期 2,567 △63.4 △349 ― △331 ― △272 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年4月期第1四半期 4.86 ―

22年4月期第1四半期 △29.27 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年4月期第1四半期 15,345 7,765 50.6 832.36
22年4月期 15,722 8,293 52.7 889.10

（参考） 自己資本   23年4月期第1四半期  7,760百万円 22年4月期  8,290百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  

    22年４月期第２四半期末配当金の内訳   特別配当 １円00銭 
    22年４月期期末配当金の内訳         特別配当 １円00銭 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年4月期 ― 6.00 ― 6.00 12.00
23年4月期 ―

23年4月期 
（予想） 6.00 ― 6.00 12.00

3.  平成23年4月期の連結業績予想（平成22年5月1日～平成23年4月30日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計)

10,340 91.3 130 ― 135 ― 90 ― 9.65

通期 22,980 64.0 550 ― 555 ― 355 ― 38.07



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等につ
いては、四半期決算短信（添付資料）３ページの「(3) 連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、(添付資料)３ページの「２． その他情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年4月期1Q 9,605,800株 22年4月期  9,605,800株

② 期末自己株式数 23年4月期1Q  281,983株 22年4月期  281,500株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年4月期1Q 9,324,000株 22年4月期1Q 9,324,887株
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当第１四半期連結会計期間における我が国経済は、新興国向けの輸出の増加や、企業の生産が持直す

など、緩やかながら景気回復が続いており、政府の経済対策などにより個人消費も持直しを見せており

ますが、依然として雇用情勢や所得環境に厳しさが残り、加えて欧米を中心とした海外景気の下振れ懸

念、株安・円高やデフレなどの懸念材料もあり、先行き不透明な状況が続いております。 

このような経済環境のもとで、当社グループの主要得意先である自動車関連企業は、経済対策などに

より生産が増加しており、電気機器関連企業向けとあわせて、電子制御機器・部品の売上が前年同四半

期に比べ回復し始めております。設備投資についても、間もなく終了する経済対策後の需要動向の懸念

から、依然として厳しい状況が続いておりますが、提案性の高いエンジニアリング営業の強化や新商

品・新規市場の開拓により、自社製品であるウエルドシステムを含め、同様に回復し始めております。

この結果、当第１四半期連結会計期間の業績につきましては、売上高は40億７千３百万円と前年同四

半期に比べ15億６百万円(58.7％)の増収となりました。営業利益は、付加価値の高いエンジニアリング

営業やウエルドシステムの増加による利益率の向上および経費削減などにより、８千８百万円と前年同

四半期に比べ４億３千７百万円(前年同四半期は３億４千９百万円の営業損失)、経常利益は、為替差損

５千１百万円の計上などがあったものの、６千２百万円と前年同四半期に比べ３億９千３百万円(前年

同四半期は３億３千１百万円の経常損失)、四半期純利益は４千５百万円と前年同四半期に比べ３億１

千８百万円(前年同四半期は２億７千２百万円の四半期純損失)とそれぞれ増益となりました。 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

(日本) 

日本につきましては、生産の回復に伴い電子制御機器・部品の売上増加および自社製品を含めた設備

案件の売上増加に伴い、売上高は38億７千６百万円、営業利益は５千９百万円となりました。 

(中国) 

中国につきましては、大型案件が納入できたことなどに伴い、売上高は７千５百万円、営業利益は１

千万円となりました。 

(タイ) 

タイにつきましては、金融危機以後、凍結・延期されていた案件が納入できたことなどに伴い、売上

高は８千４百万円、営業利益は８百万円となりました。 

  

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、153億４千５百万円と前連結会計年度末に比べ３

億７千７百万円減少いたしましたが、その主な要因は、流動資産の受取手形及び売掛金の増加５億９

千２百万円等があったものの、流動資産の現金及び預金の減少７億９千６百万円および固定資産の投

資その他の資産の減少５億１千７百万円等があったためであります。 

負債は、75億８千万円と前連結会計年度末に比べ１億５千１百万円増加いたしましたが、その主な

要因は、流動負債の支払手形及び買掛金の増加２億２百万円等があったためであります。 

純資産は、77億６千５百万円と前連結会計年度末に比べ５億２千８百万円減少いたしましたが、そ

の主な要因は、株主資本の利益剰余金の減少４億４千４百万円等があったためであります。 

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、営業活動により

４億８千万円減少、投資活動により２億１千６百万円減少および財務活動により９千７百万円減少し

たこと等により、前連結会計年度末に比べ７億９千７百万円(△24.3％)減少し、当第１四半期連結会

計期間末には24億８千２百万円となりました。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動により使用した資金は、仕入債務の増加による２億１百万円の資金の増加等があったもの

の、売上債権の増加による６億３千５百万円の資金の減少およびたな卸資産の増加による１億４千７

百万円の資金の減少等により、４億８千万円となりました。 

なお、使用した資金が前第１四半期連結会計期間に比べ６億５千５百万円増加しましたが、その主

な要因は、税金等調整前四半期純利益の計上による増加３億７千２百万円および仕入債務が増加した

１. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

① 資産、負債及び純資産の状況

② 連結キャッシュ・フローの状況
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ことによる資金の増加26億５千５百万円等があったものの、売上債権が増加したことによる資金の

減少33億２千６百万円、その他の資産の減少額が減少したことによる資金の減少１億９千万円および

その他の負債が減少したことによる資金の減少１億４千万円等があったためであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動により使用した資金は、有価証券の取得による２億３百万円の支出等により、２億１千６

百万円となりました。 

なお、使用した資金が前第１四半期連結会計期間に比べ２億３百万円増加しましたが、その主な要

因は、有価証券の取得による２億３百万円の支出等があったためであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動により使用した資金は、配当金の支払額５千５百万円等により、９千７百万円となりまし

た。 

なお、使用した資金が前第１四半期連結会計期間に比べ２億１千万円増加しましたが、その主な要

因は、短期借入金の返済による支出(借入れによる収入を相殺した金額)１億２千６百万円および長期

借入金の返済による支出(借入れによる収入を相殺した金額)１億２百万円等があったためでありま

す。 

  

業績予想につきましては、現在のところ平成22年６月14日発表の第２四半期連結累計期間および通期

の業績予想に変更はありません。 

  
  

該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前連結会計年度

末の実地たな卸高を基礎として、合理的な方法により算定しております。 

  

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法に

より算定しております。 

  

法人税等については、加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法により算定しており

ます。 

 なお、繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度末以降に経営環境等及び一時

差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度において使用した将来

の業績予想やタックス・プランニングを使用する方法によっており、前連結会計年度以降に経営環境

等に著しい変化があるか、または、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前連

結会計年度末において使用した将来の業績予想やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を

加味したものを使用する方法によっております。 

  

  該当事項はありません。 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

２. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

 (簡便な会計処理)

① たな卸資産の評価方法

② 固定資産の減価償却費の算定方法

③ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

 (四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理)

㈱ナ・デックス　( 7435 )　平成23年４月期　第１四半期決算短信

―　3　―



当第１四半期連結会計期間から「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号 平成20年３月

10日公表分)及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第24号 平

成20年３月10日)を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

 この変更による損益への影響はありません。また、期首利益剰余金が433,853千円減少しておりま

す。 

当第１四半期連結会計期間から「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20

年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成

20年３月31日)を適用しております。 

  この結果、従来の方法に比べて、税金等調整前四半期純利益が4,635千円減少しております。ま

た、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は4,635千円であります。 

  

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づく財務諸表等

規則等の一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日 内閣府令等５号)の適用により、当第１四半期

連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

前連結会計年度においては、連結財務諸表作成時に従業員への賞与支払額が確定しておりましたの

で、前連結会計年度に属する額を流動負債の「その他(未払費用)」として計上しておりましたが、当

第１四半期連結会計期間においては、四半期連結財務諸表作成時に従業員への賞与支払額が確定して

おりませんので、支給見込額のうち当第１四半期連結会計期間に属する額を「賞与引当金」として計

上しております。 

  

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

 (会計処理基準に関する事項の変更)

① 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

② 資産除去債務に関する会計基準の適用

 (表示方法の変更)

  四半期連結損益計算書関係

 (追加情報)

  賞与引当金
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３．四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年７月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年４月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,504,447 3,300,633

受取手形及び売掛金 5,909,105 5,316,209

有価証券 202,317 －

商品及び製品 624,479 572,089

仕掛品 210,463 140,498

原材料 192,644 169,313

その他 825,628 826,499

貸倒引当金 △167,160 △171,267

流動資産合計 10,301,925 10,153,976

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,674,335 1,674,335

その他（純額） 1,296,043 1,327,404

有形固定資産合計 2,970,379 3,001,739

無形固定資産   

のれん 29,252 31,624

その他 293,103 267,324

無形固定資産合計 322,356 298,948

投資その他の資産 1,750,961 2,268,304

固定資産合計 5,043,696 5,568,993

資産合計 15,345,622 15,722,969
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年７月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年４月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,485,389 5,282,585

短期借入金 1,485,900 1,495,921

1年内返済予定の長期借入金 67,223 85,586

未払法人税等 3,144 6,776

賞与引当金 33,828 －

その他 223,482 260,580

流動負債合計 7,298,969 7,131,451

固定負債   

長期借入金 61,040 74,381

退職給付引当金 24,997 25,698

役員退職慰労引当金 67,753 69,252

資産除去債務 4,635 －

負ののれん 71,894 77,596

その他 50,843 50,722

固定負債合計 281,164 297,650

負債合計 7,580,134 7,429,101

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,028,078 1,028,078

資本剰余金 751,301 751,301

利益剰余金 6,231,730 6,676,276

自己株式 △155,335 △155,162

株主資本合計 7,855,773 8,300,492

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 69,845 123,716

為替換算調整勘定 △164,883 △133,973

評価・換算差額等合計 △95,038 △10,257

少数株主持分 4,753 3,633

純資産合計 7,765,488 8,293,868

負債純資産合計 15,345,622 15,722,969
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 (2) 四半期連結損益計算書 
 (第１四半期連結累計期間) 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年５月１日 
  至 平成21年７月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年５月１日 
  至 平成22年７月31日) 

売上高 2,567,806 4,073,826

売上原価 2,402,175 3,501,036

売上総利益 165,630 572,789

販売費及び一般管理費 515,173 484,782

営業利益又は営業損失（△） △349,542 88,006

営業外収益   

受取利息 5,306 5,900

受取配当金 2,412 2,741

持分法による投資利益 13,809 7,374

受取賃貸料 5,044 5,044

その他 17,233 13,643

営業外収益合計 43,807 34,704

営業外費用   

支払利息 5,882 5,454

賃貸費用 2,676 2,850

為替差損 13,562 51,889

その他 3,245 157

営業外費用合計 25,366 60,351

経常利益又は経常損失（△） △331,102 62,360

特別利益   

固定資産売却益 2,429 －

貸倒引当金戻入額 11,328 －

特別利益合計 13,757 －

特別損失   

固定資産除売却損 673 317

投資有価証券売却損 － 1,203

投資有価証券評価損 － 610

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 4,635

その他 － 652

特別損失合計 673 7,419

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△318,018 54,940

法人税、住民税及び事業税 3,021 1,975

法人税等調整額 △46,920 6,866

法人税等合計 △43,898 8,842

少数株主損益調整前四半期純利益 － 46,098

少数株主利益又は少数株主損失（△） △1,160 823

四半期純利益又は四半期純損失（△） △272,959 45,274
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 (3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年５月１日 
  至 平成21年７月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年５月１日 
  至 平成22年７月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△318,018 54,940

減価償却費 55,852 53,855

のれん償却額 2,371 2,371

負ののれん償却額 △5,701 △5,701

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11,328 1,327

賞与引当金の増減額（△は減少） 48,810 33,828

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △7,400 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,612 △701

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △15,907 △1,499

受取利息及び受取配当金 △7,718 △8,641

支払利息 5,882 5,454

為替差損益（△は益） 8,863 32,629

持分法による投資損益（△は益） △13,809 △7,374

固定資産売却損益（△は益） △2,417 －

固定資産除却損 661 317

投資有価証券売却損益（△は益） － 1,203

投資有価証券評価損益（△は益） － 610

その他の損益（△は益） 1,123 △277

売上債権の増減額（△は増加） 2,690,972 △635,155

たな卸資産の増減額（△は増加） △153,735 △147,620

リース投資資産の増減額（△は増加） 47,731 △34,513

その他の資産の増減額（△は増加） 232,304 42,016

仕入債務の増減額（△は減少） △2,453,378 201,787

その他の負債の増減額（△は減少） 72,087 △68,174

小計 181,859 △479,315

利息及び配当金の受取額 8,426 8,893

利息の支払額 △5,993 △5,470

法人税等の支払額 △9,079 △4,786

営業活動によるキャッシュ・フロー 175,213 △480,678

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △10,000 △11,800

定期預金の払戻による収入 10,000 10,000

有価証券の取得による支出 － △203,136

有形固定資産の取得による支出 △14,831 △19,655

有形固定資産の売却による収入 2,686 －

投資有価証券の取得による支出 △3,289 △3,350

投資有価証券の売却による収入 － 7,200

長期貸付金の回収による収入 2,072 3,255

その他 △105 836

投資活動によるキャッシュ・フロー △13,467 △216,649
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(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年５月１日 
  至 平成21年７月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年５月１日 
  至 平成22年７月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 116,000 △10,000

長期借入れによる収入 100,000 －

長期借入金の返済による支出 △28,924 △31,704

自己株式の取得による支出 △253 △173

配当金の支払額 △74,632 △55,967

財務活動によるキャッシュ・フロー 112,190 △97,844

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,768 △2,813

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 275,704 △797,985

現金及び現金同等物の期首残高 3,049,328 3,280,633

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

44,241 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,369,274 2,482,647
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該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年５月１日 至 平成21年７月31日) 
  

 
(注) １. 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２. 各事業の主な内容 

 (1) 製造販売事業………………………産業用機器、溶接機器・材料、電子制御機器・部品の製造・販売 

 (2) 賃貸・保険サービス事業…………産業用機器・遊技設備・事務機器等のリース、損害保険の代理業、不動

産賃貸 

  

前第１四半期連結累計期間については、全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を

超えるため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

前第１四半期連結累計期間については、海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の

記載を省略しております。 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。 

当社グループは、メーカー機能をあわせ持つ商社である当社を中心に構成され、事業の一部を子会

社に分担させる方法でグループ展開を図っております。事業計画は会社ごとに立案し、各々が独立し

た経営単位として事業活動を展開しております。 

日本においては、ウエルドシステム、メカトロニクス、産業用ロボット、溶接機器・材料、FAトー

タルラインシステム、電子制御機器・部品の販売を行っております。中国においては、溶接機器及び

自動車生産ライン等の製造販売を行っております。タイにおいては、産業機械の据付工事を行ってお

ります。 

したがいまして、当社は、製造・販売体制を基礎とする地域別のセグメントから構成されており、

「日本」、「中国」及び「タイ」の３つを報告セグメントとしております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

 (事業の種類別セグメント情報)

製造販売事業
(千円)

賃貸・保険
サービス事業 

(千円)
計(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に対する売上高 2,490,057 77,749 2,567,806 ― 2,567,806

 (2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高

― 4,845 4,845 (4,845) ―

計 2,490,057 82,595 2,572,652 (4,845) 2,567,806

営業利益又は営業損失(△) △365,011 15,257 △349,753 211 △349,542

 (所在地別セグメント情報)

 (海外売上高)

 (セグメント情報)

① 報告セグメントの概要
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当第１四半期連結累計期間(自  平成22年５月１日  至  平成22年７月31日) 

 
(注)  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸・保険サービス事業等を含んで

おります。 

  

 

当第１四半期連結会計期間から「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17

号  平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準

適用指針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。 

当第１四半期連結会計期間から「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号 平成20年３月10

日公表分)及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第24号 平成20

年３月10日)を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

  この結果、期首利益剰余金が433,853千円減少しております。 

  

② 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)

合計

日本 中国 タイ 計

売上高

  外部顧客への売上高 3,845,859 63,062 84,378 3,993,300 80,525 4,073,826

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

30,295 12,261 ― 42,556 5,718 48,275

計 3,876,155 75,323 84,378 4,035,857 86,244 4,122,101

セグメント利益 59,767 10,161 8,454 78,384 13,880 92,265

③ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 78,384

「その他」の区分の利益 13,880

セグメント間取引消去 △1,886

のれんの償却額 △2,371

四半期連結損益計算書の営業利益 88,006

 (追加情報)

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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